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 2．全国学術集会 

  A．特別（招待）講演 

 なし 

  

  B．シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演 

1) 柏倉幾郎．高線量放射線ばく露個体に対する国内承認薬の障害軽減効果．第 21 回 菅
原・大西記念 菅原・大西記念 菅原・大西記念 菅原・大西記念 癌治療増感シンポジウ

ム 癌治療増感シンポジウム 癌治療増感シンポジウム 癌治療増感シンポジウム 癌治

療増感シンポジウム．抄録集 P30 （2月 2日，奈良県文化会館）． 

  

  C．一般講演（ポスター発表を含む） 

1) 清水真由美, 木立るり子, 城間吉貴, 工藤ひろみ, 山田基矢, 床次眞司, 柏倉幾郎．避難

指示解除区域で生活を再開した町民の放射線に関する認識．日本保健物理学会第 51 回

研究発表会（P-12，平成 30年 6月 29日～30日，札幌市）． 

2) Hegedűs Miklós, 城間吉貴, 岩岡和輝, 鈴木崇仁, 玉熊佑紀, 山田椋平, 辻口貴清, 山口

平, 細田正洋, 柏倉幾郎, 床次眞司．Environmental monitoring of 134Cs and 137Cs levels in 
Namie Town．日本保健物理学会第 51回研究発表会（P-31，平成 30年 6月 29日～30日，

札幌市）． 

3) 辻口貴清, 城間吉貴, 柏倉幾郎．原子力災害時における多数傷病者発生を想定した医療

実習教材の開発．日本保健物理学会第 51回研究発表会（P-40，平成 30年 6月 29日～30
日，札幌市）． 

4) 山口平，廣内篤久，吉岡治彦，渡邉純，柏倉幾郎．高線量放射線被ばく個体に対する国

内承認薬ロミプロスチムの放射線緩和効果．第 56 回日本放射線腫瘍学会生物部会学術

大会（平成 30年 7月 13日，東京都国立がんセンター）． 
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